
沖縄東方海域における冷水域の出現
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Appearance of Cold Water Region to the East of Okinawa 
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1. まえがき

198 0年 3月に沖縄島北西方の黒潮域で放流したアルゴスプイ 2基のうちの1基が，沖縄島と与論島の間

を抜け，沖縄東方に公いて 5月から 11月までの問，反時計四りの回転を続け冷水渦の存在を示唆したが，

その後同年 11月と 12月に水路部のjlllj量船「昭洋」及び「拓洋」によってその存在が確認された（石井，

倉本， 1981）。二谷（1959）は，沖縄の東側にはいくつかの右・左回りの渦動があり，冷 ・暖水渦の存在

を明らかにしている。当該海域Kはとの様左洞が周年存在するのかを確認するため，今回はそのうちの冷水

域の出現について調べてみた。

2. 調査方法

沖縄の東方海域については，系統的な観測が少なく，今回用いた資料のうち第 1図K示すほ Y全海域を観

測したものはわずかに 5例を数えるだけである。用いた資料は水路部が 1938～ 42年の聞に実施した各層

観測結果と，日本海洋データセンターが保管するBT資料（ 19 4 5～80年）である。

3.結果

確認出来る冷水域（第 1図）は約38簡で，その中

心はほぼ南西諸島海溝K沿って分布しているが，そ

れは限られた場所κ出現している様で，ある程度か

たまって存在している。またそのうちの前記観測 5

例からは7個の存在が確認でき，少くも平均1回K

1個以上存在していたζ とに左る。一般的に発生ま

もない若い冷水域の水温構造は，その中心付近は等

温線の上昇がみられドーム状に盛b上った型をして

いて，極〈表層の浅い層でも比較的低温で冷水域を

捕えるととができる。しかし，時間の経過と共K表

層混合層の発達によって一定の水湿の等温層が次第

に下降して， zoom層位の表層では禍の構造は見い

出しにくくなる。第2図（A）・（B),1939年夏の

400m, 200m各層の水温水平分布図で，宮古島付近
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第 1図 冷水域出現分布図
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第2図 l.A)400m水温水平分布図（1939.8) 第2図 (B) zoom水温水平分布図（1939.8)

V亡は冷水域が分布しているが，そ

の大きさは長径で約260Ian，短径

約90lanの楕円形をしている。その

最低水温は400m層では9℃台で

周囲との水温差が3～4℃程低〈，

200 m層でも冷水域の輪郭がはっ

きりしている。との冷水域を北西

～南東κ切る水温断面から，湧昇

Uてよる状態は， 600m以深にも及

んでいる様であるが，観測！蓄が浅

いためその大きさ等ははっきb分

ら左L、。茶円（ 1978 ）は， 196~手

のCSKデータから宮古島南の冷水

滴の存在を指摘している効ろ との

時の渦の大きさは，長径約330lan

短径約llOkmの楕円形で，冷水渦

による湧昇の状態は800m深まで

認められると述べている。それと

第 1表 冷水域出現の位置及び水温値

年月｜認度｜経度 I1 ;ic~j 了。。世 年月 温度 経度 』 0皿ol~ o 1?. 

N E 'c ~ N E t と． 
1938 .1 28.0 130 .s 17.l 11. l 196ヨ.5 23.ヨ131 . 7 16.4 
39. 7 25.2 131 .4 17.3 12.9 68.l.0 29.S 130.9 15.4 

7 25.3 127. 5 18.6 10.9 6ヲ.5 26.S 129 .1 17.9 12.4 

8 24.7 131.0 i7.3 12.2 11 29.S 1 Jl .1 19.S 10.S 

s 24.6 126.6 14.9 9.0 70.3 25.4 128.S 17 .J 12.4 

40.2 28.4 131.0 19.2 12.3 12 26.4 129 .2 19 .s 10.8 
17.7 13.3 71.10 25.0 128.9 18.0 12.l 

2 23.4 125.8 17.2 12.S 11 27 .1 130.0 17.7 11.1 

日 27 .0 129.0 7 2 . 10 27 . 3 129 . 6 

8 23.2 129 .9 17 .4 11.5 

12 27.2 130.S 17.6 13.7 4 26.9 129.6 18.2 11.7 

41.4 28.S 1ヨ0.8 17.J 12.2 5 26.8 128.8 17 .9 12.2 

6 23.S 126.0 19.2 11.2 74.6 25.6 129 .8 16.6 11.J 

6 24.0 132.0 17.7 12.7 6 25.9 128.3 20.7 12.3 

42.8 28.5 131 .9 17.7 11.8 75.7 127.3 131.工 15.4 

43. l 25.9 129 .6 18.5 13.2 76.2 26 .3 128.9 19.0 12.0 

J 26.0 129.6 18.0 11.4 79. 5 26.6 128.7 13 .8 

ヨヨ .5 25.0 128.6 18.l 12.1 80 .11 27. 7 131. l 19.2 10.9 

6ヨ.s 27 .3 129 .9 15. 7 12 28.S 130 .9 19.2 12.7 

二谷（1959）も ζの付近に冷水禍の存在を明らかにしている事実から，宮古島南付近Kは常にとれら規模の

冷水滴が存在するものと考えられる。ほかの場所K出現する冷水域の大きさを計るととのできた11個につい

てみると，長径が lOO!an前後のものが5個， 13ト ・200加のものが6fl固であ!J' ζのととからとの海域ではほ

ぼ長径で100～a>Okmものが存在しているものと思われる。次に冷水域として判別出来るもののうちから

その位置と最低水温値を第 1表に掲げる。とれI'(よると， 400mで9～11℃台の低温左ものが13例あるが，そ
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のうち前記宮古島付近の冷水域以

外の冷水域はその200m水画面;ll7 

局固との7J<温差が～19℃と高〈 ，
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わずかであるものが多L、。したが

って，200m層での水温値からでは
。。

冷水域を判別するととはか1.rD因 。
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トー 25°C難である。とれから見ると，当該 一． ． 。
海域K出現している大部分の冷水
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域は，その表層付近は混合によb ．． 。
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fJ> 変質された水によって覆われ，

なb老いた冷水域であると思われ

したがって，MBTによるデータる。

からlOOm層や20伽n層水温分布か
ト－2Cf>C

らでは冷水域を捕える ζ とはむず

ζの表K掲げた以外Kもかしく，

存在していた可能性が強L、。いず

れにせよ，観測データの少左い海

域で約38例を数える出現率は高〈，

」 ー 15°C

との海域にはいつもどとかに冷水

域が出現存在しているものと思わ

れる。第3図は 1939,40年の冷オ峨

(o）及び乙の海域の冷水域以外の

観測データ（・）から作成したT-S

ダイヤグラムである。表面付近で

tま若干のバラツキが見られるが，

ト－10。℃ぼlOOm層以深の観測点ではまとま

冷水域の水った範囲に描がかれ，

0
 

1

3

0
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はとの海域の水と同質なものであ

る。ち左みに，第 4図は川合（19

79）による黒潮続流域南側，
0・ー・ー冷水域

伊豆

－－ 

n • 
．ー． ． ． ． 
0 
cρ。

小笠原海嶺東側 ・西側及び四国沖

5。℃ー

。
ト－ 50℃ の冷水渦のT-Sダイヤグラムで

．・
0080. 

・• n • 
・； <l""o• 

ある。乙れらと沖縄東万l乙出現す

る冷水域の塩分極小層のT-S関

黒潮続流域係を比較して見ると，

35ρ 

。
。

J4r5 
から切離孤立した直後の冷水渦と

沖縄東方海域T-Sダイ ヤグラム第3図
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それが移動した伊豆リッジの東 ・

西にある冷水禍K見られる低塩分



；］＼は沖純東方での冷水域には見られ

れf.lL、。また四国沖の冷7J<渦につ 34,0 34_.5 35ρ 

いては，沖縄東方海域のとほY同

質念ものと恩われる。四国沖の冷

水滴については，黒潮がトカラ海
8。

峡を抜け反時計回bVL大きく蛇行 ..。企

する処で，黒潮流軸のそれは時K ＼＼  ¥2抗
4・＼＼

は鋭角VL南に突起するととから，

とLで切離したものかまたは河合

( 1979）の言う鳥島南方の海嶺の
。

さけ自を通ってくる間κ変質され 。
企

低塩分水が見られ念〈念ったのか

は判然、とし左い。

4. 考 察

以上のととから，沖縄東方の冷

水域は宮古島南のほ Y恒常的f.lも

のと，そのほかの海域で見られる ， 
多分非恒常的左浅層で周囲との温

‘。
‘ ／。寓

度差の少ないものとの二種類が存
旬、
II減〆。 ／ 

15'℃ 

在するととカ掛かる。後者の大部

分は川合の言う黒潮続流域から親

潮系水を含んで分岐した冷水滴が，

黒潮反流tてよってはるばると運ば

れたものか，または九州南ゃ本州

南方での黒潮蛇行から分岐して反 ト－1（陀 ／ ／ 神田平田甚耳目羽ー拝仁仁昨日ぴC

流にのったものか，そのほかの海
o, 

域で発生したものが移動してきた
0 ・硫黄島

ものか，更には可能性は少左L、か 。
四国沖’‘ x 

も知れ念いが冷水域は沖縄群島の ．‘ 4‘ 

’‘ 
ー黒潮続流

すぐ東側にあるととから，地形的 x 
伊豆海徹

＼ 
....... 

な影響で湧昇カ生じたものかよく a‘ 西側l
5。℃ 5。じ． ＆。

分から念L、。いずれにせよ，その a‘ 。

ピ 沖縄東方
発見場所はかえtbの範囲にわたっ a‘ 

ヘ二：、入＼ ＼ .. 
ているととから多分移動性のもの

では左いかと考えられる。
34,0 34..5 35.0 

今後は，

(1) ζれらの冷水域（渦）の卜 第4図 冷水禍内T-Sダイヤグラム
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ラァキングと共にと』では論じ左かったが，との海域κも存在が見込まれる暖水禍との相互関連を見出すと

とが必要であろう。

(2) さらにとの海域にある冷・暖水禍が，東・ンナ海にある黒潮に何らかの関連があるかどうかを見極める

必要がある。二谷（1972〕は東シナ海の黒潮の流量変動は，沖縄東側の顕著では念いが平均すれば北東流す

る流れの流量と負の相関があるととを指摘しているととも考え合わせて調査するととが望ましL、。

（母上記（1), (2）を解明するためには何よ bも時空的に高密度念観測が必要である。との海域は地理的条件

からも極めて観測密度の小さい海域であったが，上記観点や，水産，主要タンカールートであるとと等を考

慮して，今後の我が圏全体としての調査努力が強〈要望される。しかも人工衛星Kよる表面水温だけでは不

充分であ］？， XBT, CT D等による調査が望ましL、。
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